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 SDGs  

SDGs とは、2015 年 月の国連 において、全 一 で

された「持続可能な 目 Sustainable Development Goals 」のことで、2030年

を期 とする 進国を む国 全体の 目 です。 

2015 年までを期 としていた 国向けの 目 MDGs 目

の後続として された SDGs は、持続可能な世 を実現するための 的な 17 の

と 化された 169の 4、進 状況を るための 230の指 で 成され、

地 の「 一人として取り さない」ことを理 とした経 ・ ・環境をめぐる

な課題に する 合的な取り組みが されています。 

我が国においては、2016年 月に政 内に SDGs推進本 を設 、 年 12月には、SDGs

の実施指 が決定されており、各自治体に し、各種計画や ・方 の策定の に

SDGsの要 を 大 するよう めています。 

また、2017年 12月に 決定された「まち・ と・しごと創生総合 2017 」

においても、地方での SDGsの推進が地方創生に資するとして、SDGsを行政・民間 業者・

住民 の なる 5間における として活 することにより、政策

目 の理解が進 し、自治体業 の合理的な連携の 進が可能であると しています。 

 

 SDGs  

本計画においては、行政と住民が一体となり、本町の る将来像「住みたい 住める 

住んでよかった 未来へ繋ぐまちづくり」の実現に向け、各施策に取り組みます。 

本計画は、国 全体の 目 である SDGsと は なるものの、その目指

すべき方向性は 様であることから、本計画の推進を ることで、SDGs の目 成に

できると考えています。 

そのため、 の基本計画では、各施策に関係する SDGsの 17の目 を し

ています。 

 

 
4 計 可能な行 目 。SDGsの 17の各 の に設定されており、合計 169の

が設定されている。 
5 ・間 的な 関係を する者。関係者。 
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【SDGsの 17目標（ゴール）】 

 

目標１ 貧困をなくそう 
あらゆる のあらゆる の
を らせる。 

 

目標 10 人や国の不平等をなくそう 
各国内 各国間の不平 を
する。 

 

目標２ 飢餓をゼロに 
を らせ、 全

を実現し、持続可能な
業を 進する。 

 

目標 11 住み続けられるまちづくりを 
的で 全かつ で持続可能

な 人間 住を実現する。 

 

目標３ すべての人に健康と福祉を 
あらゆる年齢のすべての人 の
的な生活を し、 を 進

する。 

 

目標 12 つくる責任つかう責任 
持続可能な生産消 を す
る。 

 

目標４ 質の高い教育をみんなに 
すべての人に 6的かつ な
の高い を し、生

の機 を 進する。 

 

目標13 気候変動に具体的な対策を 
その を 減する

ための 策を講じる。 

 

目標５ ジェンダー平等を実現しよう 
平 を 成し、すべて

の 性 の能力 化を行
う。 

 

目標 14 海の豊かさを守ろう 
持続可能な のために ・
資源を 全し、持続可能な で
する。 

 

目標６ 安全な水とトイレを世界中に 
すべての人 の と 生の 可
能性と持続可能な 理を す
る。 

 

目標 15 陸の豊かさも守ろう 
域生 の 、 、持続可能

な の推進、持続可能な の経
、 化への 、 に 地の
化の ・ 生 様性の
を する。 

 

目標７ エネルギーをみんなに 

そしてクリーンに 
すべての人 の、 かつ で
きる持続可能な 代的
への を する。 

 

目標 16 平和と公正をすべての人に 
持続可能な のための平和で
的な を 進し、すべての人

に 法への を し、あら
ゆる において 的で 明

のある 的な を す
る。 

 

目標８ 働きがいも経済成長も 
的かつ持続可能な経 成長

すべての人 の 全かつ生産的
な と きがいのある人間らし
い を 進する。  

目標 17 パートナーシップで 

目標を達成しよう 
持続可能な のための実施
を 化し、 ・

を活性化する。 

 

目標９ 産業と技術革新の 

基盤をつくろう 
な 、 的かつ

持続可能な産業化の 進
の推進を る。  

 

㈨ᩱ㸸㸦୍㈈㸧ᘓ⠏⎔ቃ࣭┬࣮ࢠࣝࢿ࢚ᶵᵓࡢ࡚ࡗࡕࡲࡢࡕࡓ⚾ࠕ SDGs㸫ᑟධ࣮ࠖࣥࣛࢻ࢞ࡢࡵࡓࡢ㸦2018ᖺ㸱᭶∧㸦➨㸰∧㸧㸧  

 
6 性 一人取り されることなく、世 の 成 として、一人 とりが の に 画で

きること。 
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【SDGsの 17目標（ゴール）と 体 の 】 

┠ᶆ ⮬య⾜ᨻࡢᯝࡋࡓᚓࡿᙺ 

 

目標１ 貧困をなくそう 

自治体行政は、 で生活に しむ人 を支援するうえで も した

にいます。各自治体において、すべての住民が 要 の らしを

することができるよう、きめ やかな支援策が められています。 

 

目標２ 飢餓をゼロに 

自治体は、 地や 資源を む自然資産を活 して、 業や 産などの 生

産の支援を行うことが可能です。そのためにも、 な 地 計画が不可

です。 的・ 的な 地で 業を む 生産活 を推進し、 全な

に することもできます。 

 

目標３ すべての人に健康と福祉を 

住民の 持は、自治体の 行政の です。国民皆 の

も住民の 持に しています。 環境を に つことが、住民の

状 を 持・ に 要であるという も されています。 

 

目標４ 質の高い教育をみんなに 

の中でも特に の初 においては、自治体が たすべき

は に大きいといえます。地域住民の 的 を引き るためにも、

と の における自治体行政の取り組みは重要です。 

 

目標５ ジェンダー平等を実現しよう 

自治体による 性や子ども の 者の人 を る取り組みは大 重要です。

また、自治体行政や に 平 を させるために、行政

や における 性の 合を やすのも重要な取り組みといえ

ます。 

 

目標６ 安全な水とトイレを世界中に 

全で な への は、住民の 生活を支える基 です。 業

は、自治体の行政 として されることが く、 源地の環境 全を

して、 を に つことも自治体の大 な です。 

 

目標７ エネルギーをみんなにそしてクリーンに 

に して、 して や を推進したり、住民が

策を推進するのを支援する 、 かつ 的で 性の高い持続

可能な 源 の を やすことも自治体の大きな とい

えます。 

 

目標８ 働きがいも経済成長も 

自治体は、経 成⾧ の策定を して、地域経 の活性化や の創 に

的に関 することができます。また、 環境の や の

を して、 者の を することも可能な にあります。 

 

目標９ 産業と技術革新の基盤をつくろう 

自治体は、地域の に して極めて大きな を しています。地

域経 の活性化 の中に、地 業の支援などを り むことで、 たな産

業や を創 することにも することができます。 
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自治体は、経 成⾧ の策定を して、地域経 の活性化や の創 に

的に関 することができます。また、 環境の や の

を して、 者の を することも可能な にあります。 

 

目標９ 産業と技術革新の基盤をつくろう 

自治体は、地域の に して極めて大きな を しています。地

域経 の活性化 の中に、地 業の支援などを り むことで、 たな産

業や を創 することにも することができます。 
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目標 10 人や国の不平等をなくそう 

や 見の解消を推進するうえでも、自治体は、 的な を うことが

できます。少 見を い つつ、不 平・不平 のないまちづくりを行う

ことが められています。 

 

目標 11 住み続けられるまちづくりを 

的で、 全な、 で持続可能なまちづくりを進めることは、 長や自治

体行政 にとって 極的な目 であり、 理 そのものです。 化が進

む世 の中で、自治体行政の たし る は、 大きくなっています。 

 

目標 12 つくる責任つかう責任 

環境 減を進めるうえで、持続可能な生産と消 は に重要な

です。これを推進するためには、住民一人 とりの や行 を見 す 要が

あります。 や 3Rの など、住民 の環境 などを行うことで、

自治体は、この流れを加速させることが可能です。 

 

目標 13 気候変動に具体的な対策を 

問題は年 化し、 に くの で、その は 化していま

す。 来の 減といった 和策 けでなく、 に えた

策の と策定を各自治体で行うことが められています。 

 

目標 14 海の豊かさを守ろう 

の の は、 の活 に しているとい れています。まち

の中で 生した が を して に流れ ることがないように、

けでなく、すべての自治体で 策を講じることが重要です。 

 

目標 15 陸の豊かさも守ろう 

自然生 の と 地 計画は な関係があり、自治体が大きな

を するといえます。自然資産を 域に するためには、自治体 で 策

を講じるのではなく、国や周 自治体、その 関係者との連携が不可 です。 

 

目標 16 平和と公正をすべての人に 

平和で な をつくるうえでも、自治体は大きな を っています。地

域内の くの住民の 画を して 加 の行政を推進して、 力や を減

らすのも自治体の といえます。 

 

目標 17 パートナーシップで目標を達成しよう 

自治体は、 的 民間 、住民、NGO NPO などの くの関係者を

け、 の推進を う中 的な になり ます。持続可能な

世 を していくうえで、 様な 体の協力関係を くことは、極めて重要

です。 
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・令和２年 月より３ を 合し、おおつき を するとともに、19 時までの 長

業、一時 かり 業、 後 業 体調不 を しましたが、

今後も の の 持、向 が められます。 

・ 的に しい状況の子どもたちの を支援する取り組みが 要です。 

・高齢化が進む本町において、若者の定住の 進を るため、 心し、将来に希望を持って

できるよう、 や子 てを支援することが 要です。 

・ 生 に 減はあるものの、減少は であり、集 に や がいない地 も て

きています。しかし、少ない人 での を活かした、 の がみえる地域ぐるみ

の支援ができています。 

・ 子 の では、 から子 て期を じた子 て支援を し、 の に し、

の い支援体 を えています。 づくりは、 に 中から まっており、

期の 指 の や 、 生 への などを しています。 

・子どもたちの での課題として、 をとらない、 があるなど、 生活の れや

きなどの 生 、 な がとれていないなど、生活 の れがあ られます。 

・ での子 て環境は、 成や経 状 にも されるため、 で えないところ

は 的機関 が支援を行うことが重要です。子どもたちが に成長し、 れる子ども

に つため、 全体での づくりが子 ての基本であるという のもと、より い

環境を できるよう取り組んでいくことが 要です。 
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